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むらさき子どもひろば
11月の行事（乳幼児対象）
◆げんきっ子ランド
月～金曜日の午前9時～11時15分

◆ぽかぽかわらべ（0～1歳）
月～金曜日の午前10時30分～10時40分

◆おひざでだっこのえほんタイム（1歳～
就学前）
月～金曜日の午前11時～11時10分

◆かきかきお絵かきタイム（2歳～小学生）
月～金曜日の午後3時～4時15分

◆変身！スペシャルバースデー
月～金曜日の午前11時15分～11時25分

※お誕生会希望の方は、午前10時30分
までに受付へ。
◆今月のスペシャルイベント
①おしゃべりルーム（2歳～就学前）＝

11月5日π午前11時～11時45分、②赤ち
ゃんおしゃべりルーム（0～2歳未満）＝11
月11日∏午前11時～11時45分、③楽器
を作ってレッツダンス＆11月生まれのお
誕生会＝11月13日∫午前11時～11時45
分（11月生まれのお子さんは10時30分ま
でに受付へ）、④手型スタンプ（0歳～就
学前）＝11月14日ª・17日∑午前11時15
分～11時30分、⑤秋の実モビールを作ろ
う＝11月22日º午前11時～11時30分、
⑥おでかけひろば（1歳～就学前）＝11月
25日∏午前11時～11時45分井の頭公園
新公園（ジブリ裏公園）に集合・解散
②バスタオルまたはタオルケット、

⑥帽子、タオル、飲み物、着替え
①～⑤当日会場へ、⑥同ひろば@

49-5500へ（要予約、雨天中止）
同ひろば@49-5500

※スペシャルイベントの日は、「ぽかぽ
かわらべ」と「おひざでだっこのえほんタ
イム」は休みます。
東児童館　子ども作戦会議
おやつを食べながら児童館のことを
みんなで話そう！
11月5日π午後3時30分～4時30分
当日会場へ
同館@44-2150

西児童館「冬まつり」実行委員募集
アイデアを出し合って12月13日ºの
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冬まつりを盛り上げよう！
小学3年生以上
第1回実行委員会＝11月5日π午後3

時から
同館@31-6039へ

西児童館　乳幼児のあそびひろば
◆ちびっこの日
開館日の午前9時～午後1時

◆サークルタイム
月～土曜日の午前11時30分から
いずれも当日会場へ

◆ちびっこの日スペシャル
◇やきいも大会
11月6日∫午前10時30分から
いも1本100円（当日集金）
敷き物、飲み物、綿の軍手
11月4日∏までに同館@31-6039へ

◇たっくんの日
11月14日ª午前10時30分から
当日会場へ
同館@31-6039

新生児に「誕生記念樹」をプレゼント
市内在住の新生児
11月7日ª（消印有効）までに往復は

がきに必要事項（11面参照）・新生児の
名前と月齢・希望する樹種（ベンジャミ
ン・ウメ・サルスベリ・カンツバキ・ハ
ナカイドウ・キンモクセイ・ゲッケイジ
ュ）を一つ記入し、「緑と公園課」へ
※苗木は11月20日∫に引き換えます。
同課@内線2833

わらべうたであそぼう
市内在住の4歳未満のお子さんと保護者
11月10日∑午前10時30分～11時30分
すくすくひろば
当日会場へ
同ひろば@45-7710

おやこひろば事業「おやこでよって
チョコっとあっぷるーむ」
おやこひろば実施協議会、市
おおむね0～3歳のお子さんと保護者、

プレママ（妊娠中のお母さん）、①ハイ
ハイ以降の赤ちゃんとママ6組、②③④
⑥親子10組、⑤ハイハイ前の赤ちゃん
とママ10組
①ヨガママ＝11月10日∑午前10時30

分～正午、②プレママの骨盤ケア＝11
月13日∫午前10時30分～正午、③スリ
ングの使い方・選び方＝11月20日∫午
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前10時30分～正午、④幼稚園情報交
換＝11月22日º午後1時30分～3時30
分、⑤ベビーマッサージ＝11月27日∫

午前10時30分～正午、⑥赤ちゃんの気
持ちを感じとろう＝11月29日º午後1時
30分～3時30分
いずれも市民協働センター
①③1,500円、②2,000円（さらし付き）、

④500円、⑤1,700円（オイル代を含む）、
⑥1,000円、いずれも茶菓子付き
②お持ちの方はトコちゃんベルト、

③お持ちの方はスリング、⑤バスタオ
ル、防水シート（または45Îゴミ袋）、着
替え、おむつ、小皿

必要事項（11面参照）とお子さんの
年齢・名前を記入し、市民協働センター
@46-0048・I46-0148・ kyoudou
@collabo-mitaka.jpへ（先着制）
むらさき子どもひろば 一輪車教室
小学生
11月10日∑午後3時30分～4時30分

（受付は3時15分～3時30分、雨天中止）
四小校庭
当日会場へ

※むらさき子どもひろばに登録していな
い児童は午後3時20分までに受付へ。
同ひろば@49-5500

西児童館　おはなしおはなし
本の読み聞かせやパネルシアター。
11月11日∏午後4時～4時30分
西社会教育会館
当日会場へ
西児童館@31-6039

家庭教育学級
◆私の歩んできた道～教師として、親と
して、そして生徒と保護者に期待するこ
とについて～
講師は六中校長。
市教育委員会、六中、六中PTA
11月14日ª午後6時30分～9時
六中けやきホール
上履き
生涯学習課@内線3316へ

中高生編み物教室
「ループ編みのプチマフラー」
中高生または同世代の方20人
11月15日º午後2時～4時
新川中原コミュニティセンター
お持ちの方はかぎ針7号
当日会場へ（先着制）
東児童館@44-2150

教育支援学級開設説明会
平成21年4月から開設する教育支援学
級（七小・三中）の説明会を開催します。
①七小教育支援学級（知的障がい、固定
制）＝通学区域は三小および七小学区、
②三中教育支援学級（知的障がい・肢体
不自由、固定制）＝通学区域は高山小お
よび五小学区（ただし肢体不自由学級に
ついては全学区域）
12月17日π午前10時から
教育センター所�
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当日会場へ
学務課@内線3291

三鷹市公立学校PTA連合会
合同研修会
テーマは「今考えよう 子どもの未来」

～子どもからのサインの受けとめ方～。講
師は家庭教育カウンセラーの内田玲子さん。
市教育委員会、市公立学校PTA連合会
11月20日∫午前10時（開場9時30分）

～正午
教育センター
当日会場へ
生涯学習課@内線3316

お母さんもお父さんも
楽しい親子あそび（リトミック）
市内在住の1歳6カ月～3歳のお子さ

んと保護者
11月26日π午前10時30分～正午
新川中原コミュニティセンター
11月11日∏午前10時からすくすく

ひろば@45-7710へ

こもれび　ほっと・サークル「S・カフェ」
おおむね65歳以上の方
11月14日ª午後1時30分～3時30分

（毎月第2金曜日に開催）
スペース・S（下連雀1丁目万助橋近く）
300円
当日会場へ
同事務所@42-4471

「高齢者の消費トラブル」
～早期発見のために～
11月15日º午後2時～4時
どんぐり山地域包括支援センター
当日会場へ
同センター@33-2287

三鷹いきいきプラスの無料パソコン教室
文字入力、マウス操作、インターネッ
ト、電子メールなどを2日間で体験。
55歳以上の市民でパソコン初心者ま

たは未経験者12人
①11月17日∑・20日∫、②12月1日

∑・4日∫、いずれも午前9時30分～午
後0時30分
三鷹産業プラザ
月・水・金曜日の午前10時～午後

4時に三鷹いきいきプラス事務局@70-
5753へ（先着制）
※受講者は三鷹いきいきプラスに入会し
ていただきます（入会金・会費無料）。
三鷹いきいきプラス講演会
「すぐできる！身近な安全安心対策」
おおむね55歳以上の方100人
11月18日∏午後1時30分～4時
三鷹駅前コミュニティセンター
当日会場へ（先着制）
月・水・金曜日の午前10時～午後4時

に三鷹いきいきプラス事務局@70-5753
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※はがき、ファクス・Eメールによる申込は11面記入例の内容・特記事項を必ず記載してください。

「
最
近
、
な
ん
か
テ
レ
ビ
が
見
に
く
い
の
よ
ね
」「
あ
ら
、
私

も
」「
目
が
疲
れ
や
す
く
て
、
肩
も
凝
る
し
、
額
の
し
わ
も
深

く
な
っ
て
、
年
の
せ
い
か
し
ら
…
」「
そ
う
い
え
ば
、
ま
ぶ
た

が
以
前
よ
り
垂
れ
下
が
っ
て
き
た
み
た
い
ね
ぇ
…
」こ
の
よ
う

な
会
話
は
よ
く
耳
に
す
る
も
の
で
す
。
最
近
、
こ
の
よ
う
な

症
状
は「
眼
瞼
下
垂
症

が
ん
け
ん
か
す
い
し
ょ
う

」と
関
係
が
深
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

簡
単
に
言
い
換
え
れ
ば「
ま
ぶ
た
が
垂
れ
下
が
っ
て
き
た
病
」

と
で
も
い
い
ま
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、
目
を
開
け
る
と
き
に
は
眼
瞼
挙
筋

が
ん
け
ん
き
ょ
き
ん

と
い
う
上

ま
ぶ
た
の
筋
肉
を
使
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
眼
瞼
挙
筋
の
機
能

が
衰
え
る
こ
と
に
よ
り
、
上
ま
ぶ
た
が
あ
が
り
に
く
く
な
り
、

そ
の
た
め
、
眉
毛
を
無
理
に
上
げ
た
り
、
あ
ご
を
突
き
出
し

た
り
し
て
、
ま
ぶ
た
を
開
け
よ
う
と
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
態
を
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
額
に
し
わ
が
多
く
深
く
な

っ
た
り
、
常
に
額
や
首
の
神
経
や
筋
肉
が
緊
張
し
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
目
が
疲
れ
や
す
く
、
頭
痛
や
肩
こ
り
な
ど
も

起
こ
り
や
す
く
な
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

眼
瞼
下
垂
症
は
、
生
ま
れ
つ
き（
先
天
性
）の
も
の
や
脳
神
経

の
損
傷
な
ど
に
よ
っ
て
も
起
こ
り
ま
す
。
一
方
、
冒
頭
の
会
話

に
出
て
く
る
よ
う
な
加
齢
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
は「
加
齢
性

（
あ
る
い
は
腱
膜
性
）眼
瞼
下
垂
症
」と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
し
か

し
、
若
年
者
で
も
、
ま
ぶ
た
を
こ
す
る
習
慣
が
あ
る
人
は
比
較

的
な
り
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

眼
瞼
挙
筋
は
、
腱
膜

け
ん
ま
く

と
い
う
膜
状
の
も
の
が
、
ま
つ
げ
の
す

ぐ
上
に
あ
る
瞼
板

け
ん
ば
ん

と
い
う
土
台
の
よ
う
な
も
の
に
付
い
て
い
ま

す
。
こ
の
腱
膜
が
緩
ん
だ
り
、
瞼
板
よ
り
は
ず
れ
て
し
ま
う
と
、

眼
瞼
挙
筋
の
収
縮
機
能
が
瞼
板
に
伝
わ
ら
ず
、
上
ま
ぶ
た
が
あ

げ
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
手
術
に
よ
っ
て
腱
膜
と
瞼

板
を
元
の
位
置
に
戻
し
て
固
定
し
ま
す
。
こ
の
方
法
に
よ
り
、

眼
瞼
挙
筋
の
機
能
が
回
復
し
、
垂
れ
下
が
っ
て
き
た
上
ま
ぶ
た

が
あ
が
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
目
が
パ
ッ
チ
リ
開
い
て
視

野
が
広
が
り
ま
す
。
今
ま
で
緊
張
し
て
い
た
額
や
首
の
緊
張
も

緩
和
さ
れ
ま
す
の
で
、
肩
こ
り
や
頭
痛
も
少
な
く
な
っ
た
と
い

う
方
も
多
い
よ
う
で
す
。
ま
た
不
思
議
な
こ
と
に
、
上
ま
ぶ
た

が
あ
が
る
と
、
表
情
も
明
る
く
感
じ
ま
す
し
、
少
し
若
い
こ
ろ

に
戻
っ
た
よ
う
な
印
象
を
与
え
ま
す
。

い
ま
、
ち
ま
た
で
よ
く
聞
く「
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
」と
い

う
言
葉
で
す
が
、
眼
瞼
下
垂
症
の
治
療
も
、
ま
ぶ
た
の
機
能

の
若
返
り
と
い
う
意
味
で
は
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
一
つ

の
方
法
と
い
え
ま
す
。
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九
月
の
秀
歌

選
と
評
　
金
田
義
直

熱
中
症
予
防
に
水
分
摂と

り
す
ぎ
て
夏
の
祭
り
の
焼
き
そ
ば
食
へ
ず

岩
井
昭

﹇
評
﹈
素
朴
な
表
現
で
、
本
音
が
ナ
マ
ノ
マ
マ
ほ
う
り
出
さ
れ
て
い
る
。
心
残
り
の
思
い

が
よ
く
出
て
い
て
面
白
い
。

暦
通
り
大
暑
と
な
り
て
冷
房
の
部
屋
に
過
ご
せ
ど
汗
の
滴
る

神
宝
満
智
子

﹇
評
﹈
大
暑
は
今
年
は
七
月
二
十
二
日
。
暦
通
り
の
暑
い
一
日
だ
っ
た
。
当
た
り
前
の
こ

と
を
当
た
り
前
に
詠
っ
た
だ
け
だ
が
、
暑
か
っ
た
当
日
が
蘇
っ
て
く
る
。

送
り
火
の
朝
玄
関
前
に
蛇
の
を
り
夫
の
化
身
か
と
想
ひ
め
ぐ
ら
す

大
平
牧
子

﹇
評
﹈
驚
き
よ
り
も「
夫
の
化
身
」と
感
じ
た
作
者
の
夫
へ
の
慕
情
の
強
さ
が
伝
わ
っ
て
く

る
。
結
句
の「
想
ひ
め
ぐ
ら
す
」は
や
や
安
易
。

山
の
気
の
漲
る
寺
の
境
内
に
咲
く
桔
梗

き
ち
か
う
の
む
ら
さ
き
の
花

松
村
美
惠
子

﹇
評
﹈
む
ら
さ
き
は
気
品
を
感
じ
さ
せ
る
色
。
寺
の
気
高
さ
と
マ
ッ
チ
し
感
動
を
よ
ん
だ

の
だ
ろ
う
。
寺
は
信
州
塩
田
平
の
安
楽
寺
だ
そ
う
だ
。

九
月
の
秀
句選

者
　
飯
田
六
斗

水
明
り
月
明
り
し
て
丸
木
橋

岡
田
幸
子

物
心
つ
け
ば
指
さ
す
山
の
月

小
泉
秀
夫

地
卵
も
地
野
菜
も
あ
り
月
の
宴

香
川
光
子

月
白
や
空く

う

を
か
ぎ
り
し
穂
高
岳

新
井
一
枝

三
日
月
や
円
空
仏
の
木
肌
立
つ

田
山
光
起

水
木
の
実
色
づ
く
程
に
葉
の
疲
れ

寺
岡
美
由
喜

一
刀
彫
り
の
菩
薩
生
る
る
良
夜
か
な

槙
田
隆
司

殉
職
碑
照
ら
す
満
月
切
通
し

山
田
み
ち
を

安
ら
げ
く
離
島
ひ
と
つ
に
月
明
り

根
岸
敏
三

里
山
の
灯
は
遠
く
あ
り
星
月
夜

土
川
ツ
ヤ
子

野
辺
送
り
黙
を
つ
づ
け
る
月
の
道

三
田
き
み
よ

大
道
を
御
免
で
通
る
秋
御
輿

種
市
与
作

ポ
ケ
ッ
ト
に
万
歩
計
あ
り
良
夜
か
な

大
和
谷
慈
子


